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２０２２年振返り-1

２０２２年災害一覧（2022年1月～12月）

休業災害：17件（内2件は熱中症） 不休災害：31件

守秘区分：秘Ⅱ
開示範囲：関係者限り
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２０２２年振返り-2

※ 休業災害件数が多い年は併せて不休災害件数も多い傾向 ※ 大手GC 休業災害度数率 0.3~0.6

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

死亡災害件数 0 1 1 0 0 0 0 0 0 ０

休業災害件数 13 8 8 7 4 5 6 17 5 17

休業以上の災害 13 9 9 7 4 5 6 17 5 17

不休災害件数 24 23 18 11 14 14 14 26 20 31

総災害件数 37 32 27 18 18 19 20 43 25 48

労働時間 17.41 19.01 17.29 18.50 19.15 20.60 18.60 21.98 20.91 22.78

休業災害度数率（LTIF） 0.75 0.47 0.52 0.38 0.21 0.24 0.32 0.77 0.24 0.75

総災害度数率（TRIR） 2.13 1.68 1.56 0.97 0.94 0.92 1.08 1.96 1.29 2.11

災害件数と度数率の推移
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目標値：休業災害度数率0.2以下 ⇒ 総労働時間2,000万時間に対し災害件数4件以下

守秘区分：秘Ⅱ
開示範囲：関係者限り



©2019-2020 NIPPON STEEL ENGINEERING CO., LTD.

２０２３年の成績

２０２３年の成績（５月末まで）

 災害件数は、過去3年に比べ減少傾向。
 2月にはＧｒ会社での重大災害にて尊い命が失われました。
災害の重篤度は看過できない状況にあります。

２０２０～２０２３年の各年の５月末までの災害発生件数
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２０２３年の災害

休業・
不休

日付 箇所 内容

1 休業 1/10 〈環エネ〉
広畑バイオマス：場内歩行中に後方から走行してきた
フォークリフトが接触

2 休業 1/28 〈NS3〉
若松：塗装後の片付け作業中、エアレスガンから吐出した
塗料により負傷

3 不休 1/28 〈NSPE〉
都市ガス中圧：重交通用路面表示器を荷下ろしする際上蓋が
外れ右足に落下

4 不休 1/30 〈TNS〉 アマラヤード：L-150 鋼材の手動移動中に指を挟まれ負傷

5
休業

(死亡)
2/6 〈NS3〉

ジャケット上部(高さ約45m)の作業床にてグレーチング床版を
外し溶接部の塗装中に開口部から地上に墜落

6 不休 2/15 〈NSES〉
大分：除じん配管点検中、外した配管が落下し右手くすり指を
挟み負傷

7 不休 4/6 〈TNS〉
バンパコン：歩行移動中に上部工足場に用いる単管材が落下し
左肩にあたる

8 休業 5/8 〈NSPE〉
幹線中圧導管：仮置きしていた覆工板の受け材が転倒し
右脚にあたり負傷

9 不休 5/13 〈NSES〉
揖龍事業所：炉前作業中めまいが生じ尻もちをつき床に左手を
つき手首を負傷

10 休業 5/25 〈都市インフラ〉
地中梁鉄筋水洗い作業中にピットに転落し両踵骨（しょうこつ）
骨折
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重大災害（死亡）：２０２３年２月６日
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休業災害：２０２３年１月１０日
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 人的要因

 運転手は耐火材パレットを２段積みして、前方が見え難い状態の
まま前進走行した。

 誘導員は耐火材の荷下ろし場内の車両誘導を行い、交差点付近
では誘導しなかった。

 物的要因

 交差点付近に歩車分離用の区画明示（カラーコーン等）が不足
していた。

 管理的要因

 フォークリフト作業計画書に人員配置の記載がなく、周知が
徹底できていなかった。

 作業指揮者は誘導員に明確な配置指示をせず、管理者も作業
関係者への教育が不足していた。
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休業災害：２０２３年５月８日



©2019-2020 NIPPON STEEL ENGINEERING CO., LTD.

 人的要因

 転倒した覆工受桁設置は、当日5個目であり同様の施工方法で
実施していた事から倒れるかもしれないという危険予知が不足
していた。

 被災者は、立坑築造については経験豊富であり、故に慣れから
大丈夫と思い込み、不用意に吊り荷に近付いた。

 物的要因

 倒れやすい覆工受桁に転倒防止措置を講じていなかった。

 管理的要因

 介錯ロープを使用していないことに対して、指導・監督が
不足していた。

 TBM時、倒れる可能性がある覆工受桁に対し、吊り下ろすまで
離れている旨の指示が不足していた。
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本年前半までの災害事例を振返ると、鋭意
取り組んでいる災害防止対策の実効性を上げる
ために「安全感性」「安全への意識」をもう一段
高いレベルに上げる必要があるのではないかと
感じます。

今一度災害の反省点を自部門での
災害防止対策に確実に活かすこと、
ならびに年初に掲げた活動計画を
踏まえ、以下に基本方針を示します。

２０２３年度全国安全週間
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２０２３年度全国安全週間

基本方針

1. 昨年から本年前半に生じた災害の原因を復習し
類似災害防止対策を確実に実行する。

2. 作業計画やルール等の「管理面」および人に
起因する「行動面」での災害要因を排除する。

3．高所作業と重機作業は
重点管理事項に位置付ける。

4．熱中症への対策を徹底する。
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２０２３年度全国安全週間

重点活動事項

1. 店社部門と現場での相互情報共有による
災害事例の周知徹底と確認を実施

① 昨年から本年前半に生じた
災害事例を再度周知し
危険に対する感度を
向上させる。

② 上記災害状況において自部門にて類似点がある場合は
再発防止対応を総点検する。

③ 本社支社の管理者層は期間活動中での安全パトロールを
必須活動事項とする。
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２０２２年度全国安全週間

重点活動事項
2. 工事計画とKYの充実、行動面での災害要
因排除検討による安全水準の向上

① 工事計画審議やリスクアセスメントは店社幹部（室長
以上）が必ず参画し対策の漏れを防ぐ。

② 工事の節目や予定外作業での「再ＫＹ」は
現地現物KYとして必須ルール化する。

③ 指差確認(ひと呼吸運動・AAO活動など)を
全員に周知徹底しリスク
（危険）を意識させる。
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２０２２年度全国安全週間

重点活動事項

3. 高所作業・重機作業における綿密な作業
計画・現場総点検の実施

①高所作業と重機作業における作業
計画時でのリスクの抽出（顕在化）を
徹底する。

②高所作業と重機作業における
基本ルール遵守について
現場総点検を実施する。
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２０２２年度全国安全週間

重点活動事項

4. 熱中症への感度向上と
迅速な対処の徹底

① ＷＢGTの掲示やポスター

啓発用品等で熱中症の危険に

対する感度を高める。

② 熱中症は症状が軽くても

楽観視は厳禁！適切な

対応にて重篤化を防ぐ。
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ところで
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日本の少子化と高齢化について（１）
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人口：１．２８億人
（２００４年）

人口：０．３３億人
（明治維新）

出生数：
７６．６万人
（２０２２年）

 出生数が２０２２年に７６．６万人となり、８０万人を割った。
 人口は明治維新の時に３３００万人、毎年７０万人のペースで増加し、
２００４年に１．２８億人に達したが、これをピークに減少に
歯止めがかからない。

（国立社会保障・人口問題研究所公開資料より作成）

２１００年には
人口０．６億人

割れ
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日本の少子化と高齢化について（２）

 高齢化率：総人口に占める６５歳以上の割合

 ７％超：高齢化社会

 １４％超：高齢社会

 ２１％超：超高齢社会
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高齢化社会から高齢社会に要した期間
 フランス：１２４年
 スウェーデン：８５年

（国立社会保障・人口問題
研究所公開資料より作成）

高齢化社会

高齢社会

 日本：２４年
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日本の少子化と高齢化について（３）

 GDPシェアの推移

（内閣府HP「選択する未来 －人口推計から見えてくる未来像－」より抜粋・作成）
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世界経済における日本のプレゼンスは弱まりつつある。世界GDPに占める
日本の割合の推移をみると、1980年に9.8％だったものが、（1995年に17.6％
まで高まった後、）2010年には8.5％となり、ほぼ30年前に位置付けに戻って
いる。現在も割合低下の加速は止まらず、その先においても改善の見通しが
立っていない。

９．８％ ８．３５％ ４．４％ ３．２％
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人口増→物は売れる→値段は上がる
→賃金上がる
：これまでの成長サイクル

人口減→物が売れない→安くの消耗戦
→労働賃金が上がらない
→購買力の低下
→労働環境の悪化
→人口減
：今の日本の状況
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 明治以来の130年間のビジネスモデル崩壊

 求められる企業の姿、労働者の姿が大きく変化

 建設業の在り方も変わらざるを得ない

 「働き方改革」は対策の一丁目一番地

その中でも労働者の安全と適正な労働環境、
そして企業の繁栄を確保していかなければ
ならない。

安全の価値はいかなる時代になろうと不変
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ご安全に！

本活動により「安全感性」「安全への意識」を
もう一段高いレベルに上げましょう！

本活動期間に「安全」の在り方について
考えてみましょう！


